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今後のスケジュールについて
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H26年10月より、県の計画案づくりをスタート
• 県計画案策定は概略的な計画検討を行う段階（構想段階）

• 計画案策定後は、具体的な駅位置等について検討を行う「計画段階」へ移行

「沖縄21世紀ビジョン」

「沖縄県総合交通体
系基本計画」

県計画案策定

※策定内容
・起終点の概ねの位置
・概ねのルート
・想定するシステム
・駅位置の考え方 等
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法手続き

・環境アセスメント
・都市計画決定
・鉄道事業法等
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現在の取組

鉄軌道導入に向けた調整

・特例制度の創設
・整備主体の決定
・事業主体の決定

構想段階

事業実施するかの判断

１ 鉄軌道導入までのフロー
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・ステップ毎に進め、検討結果を積み上げる

STEP１
H26.10～H27.1

STEP3
H27.8～H28.8

STEP5

決定

検
討

計画検討 県民等ニーズ
専門的・
技術的検討

STEP2
H27.1～H27.8

STEP4
H28.8～

・検討プロセスや検討体制等
進め方の共有

・比較評価

・計画案の選定

技術・専門的
検討の実施

技術・専門的
検討の実施

技術・専門的
検討の実施

意見

意見

意見

意見

意見

専門的検討の
実施

県計画案決定

技術・専門的
助言

・評価方法の設定
・対策案（複数案）の設定

・現状及び課題、将来あるべき姿の共有
・対策の必要性の確認
・評価項目の設定

２ 構想段階における検討プロセス
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STEP STEP4

月 H29 H30
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計画検討
委員会

技術検討
委員会
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運営委員会
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8/18
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8/24

３ 検討スケジュール（予定）

11/15

12/15

12/21



６

ルート案選定の
考え方の検討

計画等総合的観点から、今後、
必要な取組、検討が必要な事
項の検討

ルート案の選定

ス
テ
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プ
４

ス
テ
ッ
プ
５

県
民
等

鉄軌道導入と合わせて必要な取組
①駅を考慮したまちづくり計画
②自動車交通から公共交通転換への取組
③フィーダー交通の充実 等

比較評価

ステップ５成果

今後、必要な取組、検討が必要な
事項（付帯事項）を整理

情報提供／意見

PC
（パブリック
コメント）
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計画段階以降に必要な技術的検討事項

４ ステップ５の検討の進め方

・ステップ５においては、計画検討委員会において、ステップ４で検討した比較評価結果及び県民から寄せられた意見
等を踏まえ、選定の考え方を検討の上、よりよい案を選定する。
・併せて、「計画等総合的観点から今後検討が必要な事項等」についても整理し、ステップ４で検討した「鉄軌道導入
と合わせて必要な取組」及び技術検討委員会から示された「計画段階以降に必要な技術的検討事項」を加え、これ
らを付帯事項としてとりまとめるものとする。


